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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力操作を行うための操作手段と、
　前記被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
　前記超音波プローブを駆動する駆動信号の送信と、前記超音波プローブからの超音波受
信信号の処理を行う信号処理手段と、
　前記信号処理手段からの前記超音波受信信号から検査画像データを生成する画像データ
生成手段と、
　前記画像データ生成手段により生成された前記検査画像データを表示する表示手段と、
を備えた超音波診断装置において、
　前記操作手段による入力操作が、予め登録されている操作の種類と一致するか否を判別
する判別手段と、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する区切検索情報を前記検査画
像データに付帯させて保存する画像情報記憶手段と、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記区切検索情報を用いて、前記表示手
段に表示するインデックス画面を作成するインデックス作成手段と
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　被検体の情報または撮影検査条件の少なくとも１つを含む検査情報の入力操作を行うた
めの操作手段と、
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　前記被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
　前記超音波プローブを駆動する駆動信号の送信と、前記超音波プローブからの超音波受
信信号の処理を行う信号処理手段と、
　前記信号処理手段からの前記超音波受信信号に基づいて、検査画像データと、その検査
画像データのサムネイルデータを生成する画像データ生成手段と、
　前記画像データ生成手段により生成された前記検査画像データを表示する表示手段と、
を備えた超音波診断装置において、
　前記操作手段による入力操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別
する判別手段と、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する検査情報と前記サムネイル
データとを前記検査画像データに付帯させて保存する画像情報記憶手段と、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記検査情報と前記サムネイルデータを
用いて、前記表示手段に表示するインデックス画面を作成するインデックス作成手段と
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　入力操作を行うための操作手段と、
　前記被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
　前記超音波プローブを駆動する駆動信号の送信と、前記超音波プローブからの超音波受
信信号の処理を行う信号処理手段と、
　前記信号処理手段からの前記超音波受信信号から検査画像データと、その検査画像デー
タのサムネイルデータを生成する画像データ生成手段と、
　前記画像データ生成手段により生成された前記検査画像データを表示する表示手段と、
を備えた超音波診断装置において、
　前記操作手段による入力操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別
する判別手段と、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作に対応する区切時刻情報と前記サムネイ
ルデータとを前記検査画像データに付帯させて保存する画像情報記憶手段と、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記時刻情報と前記サムネイルデータを
用いて、前記表示手段に表示するインデックス画面を作成するインデックス作成手段と
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　前記区切時刻情報は、前記操作手段で操作された時刻から所定時間後の時刻であること
を特徴とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記登録されている操作の種類は、前記操作手段を用いて登録することができることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記画像情報記憶手段に保存されている情報に基づいて、少なくとも「検査開始時刻」
、「被検体ＩＤ」、「検査種別」を有する検査リスト画面を前記表示手段に表示する制御
手段を備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記インデックス作成手段は、前記検査リスト画面で選択された前記被検体の前記イン
デックス画面として、前記時刻毎の１つまたは複数のチャプタを前記表示手段に表示する
ことを特徴とする請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記インデックス作成手段は、前記チャプタとしてサムネイルデータとその検査情報と
を前記表示手段に同時に表示することを特徴とする請求項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記操作は、画像データ生成モードの設定であることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の超音波診断装置。
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【請求項１０】
　前記操作は、超音波プローブの種類の設定であることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記画像情報記憶手段は、前記操作手段からの静止画像保存操作或いは動画像保存操作
における検査画像データに、少なくとも時刻、その時刻におけるサムネイルデータ、及び
その時刻における検査情報を付帯させて保存することを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記インデックス作成手段は、前記画像情報記憶手段から前記検査情報を読み出して、
その検査情報に基づいて第２チャプタのインデックスを作成して前記表示手段に表示する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　操作手段から入力された被検体の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、
　前記操作手段への操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別し、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する区切検索情報とを前記検査
画像データに付帯させて保存し、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記区切検索情報を用いて、インデック
ス画面を作成して表示する
　ことを特徴とする医用画像閲覧方法。
【請求項１４】
　操作手段から入力された被検体の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、
　前記操作手段への操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別し、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する検査情報とサムネイルデー
タを前記検査画像データに付帯させて保存し、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記検査情報と前記サムネイルデータを
用いて、インデックス画面を作成して表示する
　ことを特徴とする医用画像閲覧方法。
【請求項１５】
　操作手段から入力された被検体の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、
　前記操作手段への操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別し、
　前記判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する区切時刻情報とサムネイル
データを前記検査画像データに付帯させて保存し、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記区切時刻情報と前記サムネイルデー
タを用いて、インデックス画面を作成して表示する
　ことを特徴とする医用画像閲覧方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置及び医用画像閲覧方法に係り、特に超音波撮影部から得られ
た画像データを保存し、その画像データの検索を行う超音波診断装置及び医用画像閲覧方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の超音波診断装置を用いた医療検査、特に循環器系検査では、超音波検査士、ソノ
グラファーなどの操作者が患者を検査し、超音波診断部によって得られた画像データを記
録メディアに録画、或いはフィルムに写真出力して診察者の診断を仰ぐために回付し、医
師などの診察者が、その記録メディアから再生した画像データや、或いはフィルム写真の
読影により、医療診断を行う運用が普及しつつある。
【０００３】
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　例えば、超音波診断装置の超音波診断部によって得られた画像データをビデオカセット
レコーダ（ＶＣＲ）を用いて磁気テープ等の記録メディアに録画しておき、医師などの診
察者は、検査毎に収録された記録メディアの中から所望の患者の画像データを探し出して
診察を行うことが実施されている。
【０００４】
　このように、超音波撮影を行う操作者と診察者が異なる場合、超音波撮影の操作者がど
のタイミングで何を撮影し録画しようとしたかが正しく診察者に伝達されないと、診察者
は画像データが録画された記録メディアの中から早送りや巻き戻しなどの操作を繰り返し
行って、診察に必要な所望の画像データを探し出さなければならず、非常に手間がかかる
問題があった。
【０００５】
　そこで、超音波撮影の画像データ撮影時刻やＶＣＲのカウンタの情報と一緒に患者のＩ
Ｄ、氏名、検査等の情報のメモを作成して診断者に伝達する方法や、録画する画像データ
の先頭にアドレス信号を記録する方法により、診察者が所望の画像データを検索しやすい
工夫が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平３－２８９９４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の方法では、メモの取り忘れやアドレス信号の記録忘れなどの人為
的なミスが発生すると、ＶＣＲに録画された画像データとメモに記載された情報との関連
付けができなくなってしまう問題がある。また、画像データが大量に存在する場合、超音
波撮影の操作者にとっては、メモを取る煩わしさやアドレス信号を記録する煩わしさの問
題もある。
【０００７】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、所望の画像データを容易に検
索することができる超音波診断装置及び医用画像閲覧方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記問題を解決するために請求項１に係る本発明は、入力操作を行うための操作手段と
、前記被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆
動する駆動信号の送信と、前記超音波プローブからの超音波受信信号の処理を行う信号処
理手段と、前記信号処理手段からの前記超音波受信信号から検査画像データを生成する画
像データ生成手段と、前記画像データ生成手段により生成された前記検査画像データを表
示する表示手段と、を備えた超音波診断装置において、前記操作手段による入力操作が、
予め登録されている操作の種類と一致するか否を判別する判別手段と、前記判別手段で一
致と判別された前記入力操作時に対応する区切検索情報を前記検査画像データに付帯させ
て保存する画像情報記憶手段と、前記検査画像データに付帯して保存されている前記区切
検索情報を用いて、前記表示手段に表示するインデックス画面を作成するインデックス作
成手段とを備えることを特徴とする。
　また、請求項２に係る本発明は、被検体の情報または撮影検査条件の少なくとも１つを
含む検査情報の入力操作を行うための操作手段と、前記被検体に対して超音波の送受波を
行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆動する駆動信号の送信と、前記超音波プ
ローブからの超音波受信信号の処理を行う信号処理手段と、前記信号処理手段からの前記
超音波受信信号に基づいて、検査画像データと、その検査画像データのサムネイルデータ
を生成する画像データ生成手段と、前記画像データ生成手段により生成された前記検査画
像データを表示する表示手段と、を備えた超音波診断装置において、前記操作手段による
入力操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別する判別手段と、前記
判別手段で一致と判別された前記入力操作時に対応する検査情報と前記サムネイルデータ
とを前記検査画像データに付帯させて保存する画像情報記憶手段と、前記検査画像データ
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に付帯して保存されている前記検査情報と前記サムネイルデータを用いて、前記表示手段
に表示するインデックス画面を作成するインデックス作成手段とを備えることを特徴とす
る。
　また、請求項３に係る本発明は、入力操作を行うための操作手段と、前記被検体に対し
て超音波の送受波を行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆動する駆動信号の送
信と、前記超音波プローブからの超音波受信信号の処理を行う信号処理手段と、前記信号
処理手段からの前記超音波受信信号から検査画像データと、その検査画像データのサムネ
イルデータを生成する画像データ生成手段と、前記画像データ生成手段により生成された
前記検査画像データを表示する表示手段と、を備えた超音波診断装置において、前記操作
手段による入力操作が予め登録されている操作の種類と一致するか否かを判別する判別手
段と、前記判別手段で一致と判別された前記入力操作に対応する区切時刻情報と前記サム
ネイルデータとを前記検査画像データに付帯させて保存する画像情報記憶手段と、前記検
査画像データに付帯して保存されている前記時刻情報と前記サムネイルデータを用いて、
前記表示手段に表示するインデックス画面を作成するインデックス作成手段とを備える。
　また、請求項１３に係る本発明の医用画像閲覧方法は、操作手段から入力された被検体
の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、前記操作手段への操作が予め登録されて
いる操作の種類と一致するか否かを判別し、前記判別手段で一致と判別された前記入力操
作時に対応する区切検索情報とを前記検査画像データに付帯させて保存し、前記検査画像
データに付帯して保存されている前記区切検索情報を用いて、インデックス画面を作成し
て表示することを特徴とする。
　また、請求項１４に係る本発明の医用画像閲覧方法は、操作手段から入力された被検体
の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、前記操作手段への操作が予め登録されて
いる操作の種類と一致するか否かを判別し、前記判別手段で一致と判別された前記入力操
作時に対応する検査情報とサムネイルデータを前記検査画像データに付帯させて保存し、
前記検査画像データに付帯して保存されている前記検査情報と前記サムネイルデータを用
いて、インデックス画面を作成して表示することを特徴とする。
　また、請求項１５に係る本発明の医用画像閲覧方法は、操作手段から入力された被検体
の情報や撮影検査条件の検査情報を予め保存し、前記操作手段への操作が予め登録されて
いる操作の種類と一致するか否かを判別し、前記判別手段で一致と判別された前記入力操
作時に対応する区切時刻情報とサムネイルデータを前記検査画像データに付帯させて保存
し、
　前記検査画像データに付帯して保存されている前記区切時刻情報と前記サムネイルデー
タを用いて、インデックス画面を作成して表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、検査に関する操作に基づいて画像データに検索情報が付帯されて保存
されるので、所望の画像データを容易に検索することができるようになり診断の効率を図
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００１２】
　以下に、本発明に係る超音波診断装置の実施例１を、図１乃至図１０を参照して説明す
る。
【００１３】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置の構成を示したブロック図である。この超音波
診断装置２００は、被検体Ｐの超音波撮影を行う超音波診断部１０と、この超音波診断部
１０に接続され、超音波診断部１０からの被検体Ｐの画像データの録画（保存）及び再生
を行う画像記憶閲覧部１８０とを備えている。
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【００１４】
　次に、超音波診断部１０の構成について説明する。超音波診断部１０は、被検体Ｐに対
して超音波の送受信を行う超音波プローブ１と、この超音波プローブ１に対して駆動信号
の送信と反射信号の受信を行い、更に超音波プローブ１から受信した反射信号を処理する
送受信部２とを備えている。
【００１５】
　また、超音波診断部１０は、送受信部２において処理された信号からＢモードデータ、
カラードプラデータ等のデータを生成するための信号を処理する受信信号処理部３と、受
信信号処理部３において生成されたＢモードデータ、カラードプラデータ等のデータから
Ｂモード画像データ、カラードプラ画像データ等の画像データを生成する画像データ生成
部４と、画像データ生成部４から受信したＢモード画像データ、カラードプラ画像データ
等の画像データを表示する表示部５とを備えている。
【００１６】
　更に、超音波診断部１０は、被検体Ｐの情報や各種コマンド信号を入力する操作部６と
、画像記憶閲覧部１８０と信号の送受信を行うためのインターフェース７と、上述したこ
れらのユニットを統括して制御するシステム制御部８とを備えている。
【００１７】
　超音波プローブ１は、被検体Ｐの表面にその前面を接触させ超音波の送受信を行うもの
であり、１次元に配列された複数個の圧電振動子をその先端部に有している。この圧電振
動子は電気音響変換素子であり、送信時には電気パルス（駆動信号）を超音波パルス（送
信超音波）に変換し、また受信時には超音波反射波（受信超音波）を電気信号（受信信号
）に変換する機能を有している。
【００１８】
　そして、超音波プローブ１には、セクタ走査対応、リニア走査対応、コンベックス走査
対応等の種類があり、複数の超音波プローブ１を予め送受信部２に接続可能な接続部に取
り付けておき、超音波撮影に応じて操作部６から任意の超音波プローブ１を選択設定する
ことにより送受信部２に接続されるようになっている。
【００１９】
　送受信部２は、図示しないが超音波プローブ１から送信超音波を発生するための軌道信
号を生成する超音波送信部と、超音波プローブ１の圧電振動子から得られる複数チャンネ
ルの受信信号に対して整相加算を行う超音波受信部とを備えている。
【００２０】
　受信信号処理部３は、送受信部２からの整相加算された受信信号に対して信号処理を行
いＢモードデータ、カラードプラデータ等のデータを生成して、画像データ生成部４に出
力する。
【００２１】
　画像データ生成部４は、図示しないがデータ記憶回路を備えており、受信信号処理部３
から出力されたデータをこのデータ記憶回路に保存し、保存されたデータの中から所定の
時相における１つあるいは複数個のデータを読み出し、この読み出したデータに対して必
要に応じてデータ処理を行い、更に画像表示のための走査変換（スキャンコンバージョン
）を行なって、Ｂモード画像データ、カラードプラ画像データ等の画像データを生成して
表示部５に表示する。
【００２２】
　また、画像データ生成部４は、生成した画像データを縮小して縮小画像データ（サムネ
イルデータ）を生成する機能も有している。そして、画像データ生成部４において生成さ
れた画像データやサムネイルデータは、インターフェース７を介して画像記憶閲覧部１８
０へ送信される。
【００２３】
　表示部５は、ＣＲＴや液晶パネルなどのカラーモニタを備え、画像データ生成部４から
出力された画像データや、インターフェース７を介して画像記憶閲覧部１８０から受信し
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た後述する検査リスト、第１チャプタインデックス、第２チャプタインデックスなどのチ
ャプタインデックス、画像情報記憶部１３０からの画像データ等の表示を行う。
【００２４】
　操作部６は、操作パネル上にキーボード、トラックボール、マウス等の入力デバイスと
表示パネルを備え、被検体Ｐの被検体ＩＤ、氏名、検査種別などの被検体情報の入力、画
像データ生成モード（Ｂモード画像データ、カラードプラ画像データなど）や、超音波プ
ローブの種類などの撮影条件、動画像保存操作時における動画像録画時間等の設定、検査
開始及び検査終了操作、録画開始及び録画終了操作、静止画像及び動画像保存操作等の操
作入力が上記入力デバイスと表示パネルを用いて行なわれる。
【００２５】
　そして、操作部６において操作された様々な操作信号が、システム制御部８及びインタ
ーフェース７を介して画像記憶閲覧部１８０に送信される。
【００２６】
　システム制御部８は、図示しないＣＰＵと記憶回路を備え、操作部６からの検査情報に
基づいて前記ＣＰＵが、送受信部２、受信信号処理部３、画像データ生成部４、表示部５
、インターフェース７などの各ユニットの制御、超音波診断部１０全体の制御、更にはイ
ンターフェース７を介して画像記憶閲覧部１８０の制御を統括して行う。また、システム
制御部８の記憶回路には、操作部６から設定された被検体Ｐの情報、撮影条件、動画像録
画時間などの検査情報が保存される。
【００２７】
　次に、画像記憶閲覧部１８０の構成について説明する。画像記憶閲覧部１８０は、超音
波診断部１０と信号の送受信を行うためのインターフェース１００と、超音波診断部１０
の操作部６からの操作信号を受付けて操作ログＩＤに変換し、その操作ログＩＤに受付時
刻を付帯させる操作受付部１１０と、操作受付部１１０からの操作ログＩＤを判別し、適
合した操作ログＩＤの受付時刻から所定時間後の時刻の情報（区切時刻情報）を発行する
操作ログＩＤ判別部１２０とを備えている。
【００２８】
　また、画像記憶閲覧部１８０は、インターフェース１００を介して超音波診断部１０か
らの画像データ、サムネイルデータ、検査情報、静止画像或いは動画像保存操作時刻情報
などの受信信号、操作ログＩＤ判別部１２０からの区切時刻情報等を保存する画像情報記
憶部１３０と、画像情報記憶部１３０からの区切時刻情報、静止画像及び動画像保存操作
時刻情報などに基づいた第１検索情報、第２検索情報などの検索情報を読み出してチャプ
タインデックスを作成するインデックス作成部１４０と、画像記憶閲覧部１８０内のこれ
らのユニットを制御する制御部１５０とを備えている。
【００２９】
　操作受付部１１０は、超音波診断部１０の操作部６からの検査種別設定操作、超音波プ
ローブ種類設定操作、画像データ生成モード設定操作等の操作による操作信号を受信し、
各操作信号に対応した操作ログＩＤに変換し、その操作ログＩＤに受付時刻を付帯させて
操作ログＩＤ判別部１２０へ出力する。
【００３０】
　操作ログＩＤ判別部１２０は、操作受付部１１０からの操作ログＩＤを判別するために
設けられており、予め設定された区切操作のログＩＤに適合する場合に操作ログＩＤの受
付時刻からｔ時間後の時刻を区切時刻情報として発行し、画像情報記憶部１３０へ出力す
る。
【００３１】
　画像情報記憶部１３０は、ＤＶＤなどの長時間記憶可能な記録メディアを備え、操作部
６からの録画開始操作信号により、画像データ生成部４において生成出力される画像デー
タを保存する。
【００３２】
　また、画像情報記憶部１３０は、操作部６からの録画開始操作信号により、上記画像デ



(8) JP 4690683 B2 2011.6.1

10

20

30

40

50

ータに、システム制御部８の記憶回路に保存されている検査情報、録画開始直後に画像デ
ータ生成部４において生成出力される画像データのサムネイルデータ（録画開始サムネイ
ルデータ）、及び録画開始操作信号により区切りとなる時刻（録画開始時刻）を含む第１
検索情報（録画開始検索情報）を付帯させて保存する。
【００３３】
　録画開始後、画像情報記憶部１３０は、操作ログＩＤ判別部１２０のログＩＤの判別に
基づいて発行された区切時刻情報の時刻における画像データを保存するために、その時刻
に画像データ生成部４において生成出力される画像データに、その時刻に画像データ生成
部４において生成出力されるサムネイルデータ（区切サムネイルデータ）、その時刻にシ
ステム制御部８の記憶回路に保存されている検査情報、及びその時刻からなる第１検索情
報（区切検索情報）を付帯させて保存する。
【００３４】
　最後に、画像情報記憶部１３０は、操作部６からの録画終了操作信号により、録画終了
時に画像データ生成部４において生成出力された画像データ（検査画像データ）の保存を
終了すると共に、録画終了時にシステム制御部８の記憶回路に保存されている検査情報、
及び画像データ生成部４からのサムネイルデータを付帯させて保存する。
【００３５】
　従って、画像情報記憶部１３０には、画像データ生成部４からの検査画像データが録画
開始時刻と最初の区切時刻情報の時刻間、隣り合う区切時刻情報の時刻間、及び最後の区
切時刻情報の時刻と録画終了時刻間によって区分され、この区分された画像データ（区分
画像データ）には対応した録画開始検索情報或いは区切検索情報が付帯されて保存するこ
とができることから、後の診察者による画像データの検索が容易となる。
【００３６】
　インデックス作成部１４０は、画像情報記憶部１３０に保存されている各検査画像デー
タの検査情報を読み出して、各検査画像データに対応した検査リストを作成する。また、
インデックス作成部１４０は、画像情報記憶部１３０に保存されている各検査画像データ
から録画開始検索情報、区切検索情報の第１検索情報を読み出して、各第１検索情報から
第１チャプタを作成し、更に各第１チャプタを予め設定した順に並べた第１チャプタイン
デックスを作成する。
【００３７】
　また、インデックス作成部１４０は、画像情報記憶部１３０に保存されている各検査画
像データから第２検索情報を読み出して、各第２検索情報から各第２チャプタを作成し、
更に各第２チャプタを予め設定した順に並べて第２チャプタインデックスを作成する。そ
して、インデックス作成部１４０は、作成した第１チャプタインデックス或いは第２チャ
プタインデックスをインターフェース１００、インターフェース７を介して超音波診断部
１０の表示部５へ送信する。
【００３８】
　更に、インデックス作成部１４０は、操作部６からの再生操作信号により、画像情報記
憶部１３０から検査画像データや区切画像データの読み出しを行い、その画像データをイ
ンターフェース１００、インターフェース７を介して超音波診断部１０の表示部５へ送信
する。
【００３９】
　制御部１５０は、システム制御部８から供給される画像記憶閲覧部１８０の制御信号に
基づいて、インターフェース１００、操作受付部１１０、操作ログＩＤ判別部１２０、画
像情報記憶部１３０、インデックス作成部１４０などの各ユニットを制御する。
【００４０】
　以下、図１乃至図１０を参照して、実施例１の動作を説明する。まず図２は、検査にお
ける超音波撮影の操作の手順と、その操作に連動する超音波診断装置２００の動作を示し
たフローチャートである。
【００４１】
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　超音波診断装置２００の操作者が、予めセクタ走査対応、リニア走査対応、コンベック
ス走査対応等の超音波プローブ１を超音波診断部１０の接続部に取り付けた後、超音波診
断装置２００の電源を入れる。そして、操作部６からの表示操作により、区切操作設定画
面を操作部６の表示パネルに表示させて区切操作の設定を行う。
【００４２】
　図３は、区切操作を設定するための区切操作設定画面の一例を示した図である。この区
切操作画面６１は、「区切操作項目」の欄と「区切操作の設定」の欄からなる。
【００４３】
　「区切操作項目」の欄には、例えば「画像データ生成モード設定操作」、「超音波プロ
ーブ種類設定操作」、「Ａ操作」、「Ｅ操作」、「検査種別設定操作」等の操作部６によ
る様々な操作の種類（ログＩＤ）が表示される。
【００４４】
　そして、「画像データ生成モード設定操作」の欄、「超音波プローブ種類設定操作」の
欄などの各区切操作項目に対応して入力用の四角枠が設けられており、操作部６から四角
枠に「０」或いは「１」を設定できるようになっている。そして、四角枠に「１」を設定
した場合には、操作部６で対応した「区切操作項目」の操作が行われたときの操作信号が
、画像情報記憶部１３０に検査画像データを保存するタイミングとして適用され、「０」
を設定した場合には適用されないようになっている。
【００４５】
　このように、画像データの検索情報として役立つ操作項目を区切操作設定画面６１を用
いて設定しておくことにより、検査に必要な操作が操作部６で行われるたびに、画像情報
記憶部１３０にその時点の検査画像データが区分されて保存されることになる。
【００４６】
　ここでは、例えば「画像データ生成モード設定操作」及び「超音波プローブ種類設定操
作」の四角枠に「１」を設定し、「Ａ操作」、「Ｅ操作」、・・・「検査種別設定操作」
などの四角枠には「０」を設定したとして、以下に動作を説明する。
【００４７】
　次に、操作者は、被検体ＰのＰ検査を行うために操作部６から被検体Ｐの被検体情報、
撮影条件等の検査情報の設定入力を行う。なお、被検体情報の検査種別は、操作部６の検
査種別プリセットボタン操作により予め診察部位毎に標準的な撮影条件が設定されている
。
【００４８】
　ここでは、操作部６から例えば被検体ＩＤ「７９０３０３１０」、被検体の氏名「Ｙ．
Ｔ」、検査種別「腹部」、画像データ生成モード「Ｂモード画像データ」、超音波プロー
ブの種類「コンベックス走査対応」、及び動画像録画時間「５秒」が入力或いは選択設定
されたとする（図２のステップＳ０）。
【００４９】
　次に、操作部６からの検査開始操作信号により（図２のステップＳ１）、システム制御
部８が内部の記憶回路に、被検体ＰのＰ検査における検査情報に検査開始時刻（例えば、
「２００４／０６／２２　１０：５０：１３」）を付加した検査情報Ｐ－１を保存する。
そして、超音波診断部１０における超音波撮影が開始される。
【００５０】
　超音波撮影は、超音波プローブ１を被検体Ｐの腹部に当てることにより、送受信部２、
受信信号処理部３を経た画像データから画像データ生成部４でＢモード画像データが生成
されて、表示部５にリアルタイム表示される。そして、操作部６からの例えば時刻Ｔ０に
おける録画開始操作信号により（図２のステップＳ２）、画像情報記憶部１３０では画像
データ生成部４において生成出力されるＰ検査の画像データの保存が開始される。即ち、
制御部１５０は、時刻Ｔ０に画像データ生成部４において生成出力されるＢモード画像デ
ータのＰ検査画像データに、時刻Ｔ０における録画開始サムネイルデータ、時刻Ｔ０にシ
ステム制御部８に保存されている検査情報Ｐ－１、及び時刻Ｔ０からなる録画開始検索情
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報ａを付帯させて画像情報記憶部１３０に保存する。
【００５１】
　図４は、操作部６からの録画開始操作直後に表示部５に表示された画像の一例を示した
図である。表示部５の画面５１には、録画開始直後に画像データ生成部４において生成出
力された被検体Ｐの腹部におけるＢモード画像データに対応したＢモード画像５１－１が
表示されている。そのＢモード画像データのサムネイルデータが、録画開始サムネイルデ
ータに一致する。
【００５２】
　次に、操作部６からのＡ操作により（図２のステップＳ３）、操作受付部１１０がＡ操
作の信号を受信してＡ操作ログＩＤに変換する。そして、操作受付部１１０は、そのＡ操
作ログＩＤに受付時刻の時刻Ｔ１を付加した情報Ａを操作ログＩＤ判別部１２０へ出力す
る。操作ログＩＤ判別部１２０は、操作受付部１１０からの情報Ａを判別するために、図
３の区切操作設定画面６１で予め設定された区切操作のログＩＤと照合する。図３の例で
は、「Ａ操作」は、区切操作としては設定されていないので、操作ログＩＤ判別部１２０
において不適合と判別され、情報Ａの時刻Ｔ１は画像情報記憶部１３０へ出力されない。
なお、「操作Ａ」に該当する検査情報は含まれていないので、検査情報Ｐ－１は変更され
ることはない。
【００５３】
　次に、操作者は、診察部位を例えば心臓部に変更するために、超音波プローブ１を被検
体Ｐの胸部へ移動し、また操作部６から検査種別設定操作のために心臓部の検査種別プリ
セットボタンを入力したとする。
【００５４】
　操作部６からの検査種別設定操作信号により（図２のステップＳ４）、システム制御部
８の記憶回路には、検査情報Ｐ－１に検査種別の変更情報と変更時刻を追加した検査情報
Ｐ－２が変更保存される。
【００５５】
　そして、操作受付部１１０は、操作部６からの検査種別設定操作信号を受信して、その
操作の操作ログＩＤに変換する。そして、操作受付部１１０は、その操作ログＩＤに受付
時刻Ｔ２を付加した情報Ｂを操作ログＩＤ判別部１２０へ出力する。操作ログＩＤ判別部
１２０は、操作受付部１１０からの情報Ｂを判別するために、同様に操作設定画面６１で
設定された区切操作のログＩＤと照合する。図３の例では、この「検査種別設定操作」も
区切操作としては設定されていないので、操作ログＩＤ判別部１２０において不適合と判
別され、情報Ｂの時刻Ｔ２は画像情報記憶部１３０へ出力されない。
【００５６】
　次に、操作者は、例えばセクタ走査対応の超音波プローブ１に持ち替えて、超音波プロ
ーブの種類をセクタ走査対応への超音波プローブ１に変更するために、操作部６から超音
波プローブ種類設定操作を行ったとする。
【００５７】
　操作部６からの超音波プローブ種類変更操作信号により（図２のステップＳ５）、シス
テム制御部８の内部記憶回路には、検査情報Ｐ－２に超音波プローブの種類の変更情報と
変更時刻を追加した検査情報Ｐ－３が変更保存される。
【００５８】
　そして、操作受付部１１０は、操作部６からの超音波プローブ種類設定操作信号を受信
して、その操作の操作ログＩＤに変換する。そして、操作受付部１１０は、その操作ログ
ＩＤに受付時刻Ｔ３を付加した情報Ｃを操作ログＩＤ判別部１２０へ出力する。操作ログ
ＩＤ判別部１２０は、操作受付部１１０からの情報Ｃを判別するために、同様に操作設定
画面６１で設定された区切操作のログＩＤと照合する。図３の例では、この「超音波プロ
ーブ種類設定操作」は、区切操作として設定されているので、操作ログＩＤ判別部１２０
において適合と判別され、Ｐ検査画像データの録画を行うために、情報Ｃの時刻Ｔ３から
ｔ時間後の時刻Ｔ３ｔが、画像情報記憶部１３０へ区切時刻情報として出力される。
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【００５９】
　画像情報記憶部１３０は、システム制御部８の制御を受ける制御部１５０の制御に基づ
いて、この時刻Ｔ３ｔに画像データ生成部４において生成出力されるＢモード画像データ
のＰ検査データに、時刻Ｔ３ｔに画像データ生成部４において生成出力される区切サムネ
イルデータ、時刻Ｔ３ｔにシステム制御部８の内部記憶回路に保存されている検査情報Ｐ
－３、及び時刻Ｔ３ｔからなる区切検索情報ｂを付帯させて保存する。
【００６０】
　そして、画像情報記憶部１３０のＰ検査画像データには、録画開始時刻Ｔ０と時刻Ｔ３
ｔによって区分される区分画像データａが形成される。
【００６１】
　なお、操作部６からの操作信号が例えば超音波プローブ種類変更操作信号などの場合、
送受信部２、受信信号処理部３、画像データ生成部４における動作変更に所定の時間を要
し、その変更操作入力タイミング直後に操作ログＩＤ判別部１２０で適合判別された操作
ログＩＤの受付時刻では、画像データ生成部４からその変更操作後の正常な画像データを
生成出力できず、サムネイルデータも鮮明でないデータになるなどして有効なサムネイル
データが生成されないことがある。
【００６２】
　そこで、操作ログＩＤ判別部１２０で適合判定された操作ログＩＤの受付時刻からｔ時
間後の時刻にすることにより、操作部６からの全ての区切操作の信号に対して、画像デー
タ生成部４からその区切操作信号に基づいた鮮明なサムネイルデータデータが生成出力さ
れるようになっている。
【００６３】
　図５は、時刻Ｔ３ｔに表示部５に表示された画像の一例を示した図である。表示部５の
画面５２には、時刻Ｔ３ｔに画像データ生成部４において生成出力された被検体Ｐの心臓
部におけるＢモード画像データに対応したＢモード画像５２－１が表示されている。その
Ｂモード画像データのサムネイルデータが、時刻Ｔ３ｔにおける区切サムネイルデータに
一致する。
【００６４】
　次に、操作者は、例えば被検体Ｐの心臓部における血流情報を得るために、画像データ
生成モードを操作部６からカラードプラ画像データへの変更操作を行ったとする。
【００６５】
　操作部６からの画像データ生成モード設定操作信号により（図２のステップＳ６）、シ
ステム制御部８の内部記憶回路には、検査情報Ｐ－３に画像データ生成モードの変更情報
と変更時刻が追加した検査情報Ｐ－４が変更保存される。
【００６６】
　操作受付部１１０は、操作部６からの画像データ生成モード設定操作信号を受信して、
その操作の操作ログＩＤに変換する。そして、操作受付部１１０は、その操作ログＩＤに
受付時刻Ｔ４を付加した情報Ｄを操作ログＩＤ判別部１２０へ出力する。操作ログＩＤ判
別部１２０は、操作受付部１１０からの情報Ｄを判別するために、同様に操作設定画面６
１で設定された区切操作のログＩＤと照合する。図３の例では、この「画像データ生成モ
ード設定操作」は、区切操作として設定されているので、操作ログＩＤ判別部１２０にお
いて適合と判別され、Ｐ検査画像データの録画を行うために、情報Ｄの時刻Ｔ４からｔ時
間後の時刻Ｔ４ｔが、画像情報記憶部１３０へ区切時刻情報として出力される。
【００６７】
　画像情報記憶部１３０は、同じく制御部１５０の制御に基づいて、この時刻Ｔ４ｔに画
像データ生成部４において生成出力されるカラードプラ画像データのＰ検査画像データに
、時刻Ｔ４ｔに画像データ生成部４において生成出力される区切サムネイルデータ、時刻
Ｔ４ｔにシステム制御部８の内部記憶回路に保存されている検査情報Ｐ－４、及び時刻Ｔ
４ｔからなる区切検索情報ｃを付帯させて保存する。
【００６８】
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　そして、画像情報記憶部１３０のＰ検査画像データには、時刻Ｔ３ｔと時刻Ｔ４ｔによ
って区分される区分画像データｂが形成される。
【００６９】
　図６は、時刻Ｔ４ｔに表示部５に表示された画像の一例を示した図である。表示部５の
画面５３には、時刻Ｔ４ｔに画像データ生成部４において生成出力された被検体Ｐの心臓
部におけるカラードプラ画像データに対応したカラードプラ画像５３－１が表示されてい
る。そのカラードプラ画像データのサムネイルデータが、時刻Ｔ４ｔにおける区切サムネ
イルデータに一致する。
【００７０】
　次に、操作部６からの「Ｅ操作」により（図２のステップＳ７）、操作受付部１１及び
操作ログＩＤ判別部１２０は、「Ａ操作」の場合と同様の動作を行う。なお、「操作Ｅ」
に該当する検査情報は含まれていないので、検査情報Ｐ－４は変更されることはない。
【００７１】
　次に、操作者は、被検体ＰのＰ検査における録画を終了させるために、操作部６から録
画終了のための操作を行ったとする。
【００７２】
　操作部６からの録画終了操作信号により（図２のステップＳ８）、画像情報記憶部１３
０は、同じく制御部１５０の制御に基づき、録画終了時刻に画像データ生成部４において
生成出力されたＰ検査画像データを保存して終了する。このＰ検査画像データには、シス
テム制御部８に保存されている検査情報Ｐ－４及び終了時刻が付帯されて画像情報記憶部
１３０に保存される。
【００７３】
　そして、画像情報記憶部１３０のＰ検査画像データには、時刻Ｔ４ｔと録画終了時刻に
よって区分される区分画像データｃが形成される。
【００７４】
　次に、操作者は、被検体ＰのＰ検査を終了させるために、操作部６から検査終了の操作
を行ったとする。操作部６からの検査終了操作信号により（図２のステップＳ９）、シス
テム制御部８が送受信部２などの動作を停止させる。そして、超音波撮影が終了する。
【００７５】
　操作者による被検体ＰのＰ検査終了後、図２の各ステップにおいて画像情報記憶部１３
０に保存されたＰ検査画像データを参照して、医師等の診察者による被検体Ｐの診察が行
われる。この場合、まずは操作部６からの検査リスト表示操作により、システム制御部８
の指令により制御部１５０は、画像情報機億部１３０に保存されている検査画像データか
ら検査リストを作成し、表示部５に検査リスト画面を表示する。
【００７６】
　図７は、表示部５に表示された検査リスト画面の一例を示した図である。この検査リス
ト画面５４には、例えば画像情報記憶部１３０に保存されている検査毎の「検査開始時刻
」、「被検体ＩＤ」、「氏名」、「チャプタ数」、「検査種別」などの検査情報が制御部
１５０によって読み出されて表示されている。
【００７７】
　次に、操作部６からの選択操作により、表示部５の検査リスト画面５４の中から例えば
被検体ＰのＰ検査に該当する検査情報５４－１が選択され、その第１チャプタインデック
ス表示操作が行われると、システム制御部８からインターフェース７、インターフェース
１００、制御部１５０を介して制御されるインデックス作成部１４０は、画像情報記憶部
１３０のＰ検査画像データに付帯している第１検索情報（即ち録画開始検索情報ａ、区切
検索情報ｂ、及び区切検索情報ｃ）を読み出して、各第１検索情報に基づいて第１チャプ
タａ、第１チャプタｂ、及び第１チャプタｃを作成する。
【００７８】
　更に、インデックス作成部１４０は、それらの第１チャプタａ、第１チャプタｂ、第１
チャプタｃを時系列的に並べて第１チャプタインデックスを作成した後、表示部５へ送信
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する。その結果、表示部５には第１チャプタインデックスが表示される。
【００７９】
　図８は、表示部５に表示された第１チャプタインデックス画面の一例を示した図である
。この第１チャプタインデックス画面５５には、第１チャプタを表示させるためのチャプ
タ表示エリア５５－１と、そのエリアに表示された第１チャプタに対応した画像データを
再生表示させるための画像表示エリア５５－２が設けられている。
【００８０】
　チャプタ表示エリア５５－１には、インデックス作成部１４０で作成された第１チャプ
タが複数の画像データを有する場合には、予め設定された順に並べて表示される。例えば
、検査リスト画面５４から検査情報５４－１を選択することにより、第１チャプタａ、第
１チャプタｂ、及び第１チャプタｃが検索されたとする。インデックス作成部１４０は、
例えば最も古い区切時刻情報を有する第１チャプタａ（５５－１ａ）を一番上にし、次に
古い区切時刻情報を有する第１チャプタｂ（５５－１ｂ）をその下に並べて表示し、次に
古い区切時刻情報を有する第１チャプタｃ（５５－１ｃ）をその下に並べて表示する。更
に、例えば先頭の最も古い区切時刻情報を有する第１チャプタａ（５５－１ａ）が選択さ
れてハイライト表示されると、それに対応するＢモード画像データａが画像表示エリア５
５－２に表示される。
【００８１】
　図９は、図８のチャプタ表示エリア５５－１に表示された第１チャプタａ（５５－１ａ
）を拡大表示した図である。この第１チャプタａ（５５－１ａ）は、第１検索情報によっ
て検索されたサムネイルデータを表示するサムネイル表示エリア５５－１ａａと、そのチ
ャプタ情報を表示するチャプタ情報表示エリア５５－１ａｂとによって構成されている。
他の第１チャプタｂ（５５－１ｂ）、第１チャプタｃ（５５－１ｃ）も同じように表示さ
れる。
【００８２】
　図９の例では、図７の検査情報５４－１によって検索された第１チャプタａ（５５－１
ａ）のサムネイルデータ（録画開始サムネイルデータ）に対応したサムネイル５５－１ａ
ｃがサムネイル表示エリア５５－１ａａに表示されており、その拡大画像が図８のＢモー
ド画像５１－１である。そして、チャプタ情報表示エリア５５－１ａｂには、予め操作部
６の操作により第１検索情報の中から設定された第１チャプタ情報として、録画開始サム
ネイルデータを含む録画開始検索情報ａ内の録画開始時刻「Ｔ０」、検査種別「腹部」、
画像データ生成モード「Ｂモード画像データ」、及び被検体ＩＤ「７９０３０３１０」な
どが表示されている。
【００８３】
　なお、図８のチャプタ表示エリア５５－１に全ての第１チャプタが表示できない場合に
は、操作部６からのスクロール操作により、チャプタ表示エリア５５－１内で第１チャプ
タ６４を上方或いは下方にスクロールさせて表示させることができる。
【００８４】
　また、チャプタ表示エリア５５－１の第１チャプタの表示順を、例えば区切時刻情報の
時刻の新しい順に設定しておくことにより、上から順に新しい区切時刻情報の時刻を有す
る第１チャプタが表示される。この場合には、最新の区切時刻情報の時刻を有する第１チ
ャプタがハイライト表示される。このハイライト表示は、操作部６からのハイライト表示
移動操作により、所望の第１チャプタへ移動できるようになっている。
【００８５】
　また、画像表示エリア５５－２のＢモード画像５１－１に対し操作部６から動画像再生
操作が行われた場合、インデックス作成部１４０は、画像情報記憶部１３０から予め設定
された再生速度で画像データ５１－１を再生表示する。なお、その再生速度は操作部６の
操作で調整可能である。
【００８６】
　また、操作部６から動画像ループ再生操作が行われた場合、インデックス作成部１４０
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は、画像情報記憶部１３０から予め設定された並べ順に沿って、前記再生速度で画像デー
タ５１－１を再生表示する。例えば、図８の例では、ハイライト表示された第１チャプタ
ａ（５５－１ａ）の区分画像データａが画像表示エリア５５－２に再生表示され、次に第
１チャプタｂ（５５－１ｂ）に対応した区分画像データｂが画像表示エリア５５－２に再
生表示され、更に第１チャプタｃ（５５－１ｃ）に対応した区分画像データｃが画像表示
エリア５５－２に再生表示される。そして、第１チャプタの１ループ表示が終了した時点
で動画像ループ再生操作による再生動作が終了する。
【００８７】
　更に、操作部６からの選択操作により、検査リスト画面５４の中から検査情報５４－１
を選択し、更に全画像データの再生操作が行われた場合、インデックス作成部１４０は画
像情報記憶部１３０からＰ検査画像データを読み出し、画像表示エリア５５－２に再生表
示する。
【００８８】
　なお、第１チャプタインデックス画面５５は、チャプタ表示エリア５５－１及び画像表
示エリア５５－２に限定されるものではなく、例えば第１チャプタインデックス画面５５
には、チャプタ表示エリア５５－１だけを設けて第１チャプタだけを表示させ、そのチャ
プタ表示エリア５５－１から第１チャプタを選択した場合には、第１チャプタインデック
ス画面５５に選択した画像データだけを表示できるように切り換え表示させてもよい。
【００８９】
　次に、操作部６からの選択操作により、検査リスト画面５４の中から例えば検査情報５
４－１を選択し、更に第２チャプタインデックス表示操作が行われた場合、インデックス
作成部１４０は画像情報記憶部１３０からＰ検査画像データに付帯している第２検索情報
を読み出して第２チャプタを作成する。そして、インデックス作成部１４０は、第２チャ
プタを予め設定された順に並べて第２チャプタインデックスを作成した後、表示部５へ送
信する。そして、表示部５には第２チャプタインデックスが表示される。
【００９０】
　図１０は、表示部５に表示された第２チャプタインデックス画面の一例を示した図であ
る。この第２チャプタインデックス画面５７には、最大Ｎ×Ｍ個の第２チャプタが予め設
定された順に並べられて表示されるチャプタ表示エリア５７－１が設けられている。
【００９１】
　このＮ×Ｍ個の各第２チャプタは、図９と同様にサムネイルデータと、そのサムネイル
データに設定された第２チャプタ情報によって構成されている。
【００９２】
　例えば、図２の録画操作で、操作部６から静止画像保存操作、或いは動画保存操作が（
Ｍ×Ｎ－１）回あって画像情報記憶部１３０に保存したとすると、インデックス作成部１
４０は、それらの操作時刻に対応して作成された第２チャプタのサムネイルデータと第２
チャプタ情報とからなる第２チャプタ５７－１２乃至５７－ＭＮを予め設定された順に並
べてチャプタ表示エリア５７－１に表示する。
【００９３】
　この時、第２チャプタ５７－１１はＰ検査画像データに対応するので、この第２チャプ
タ５７－１１にはＰ検査画像データの録画開始サムネイルデータと、予め操作部６の操作
により第２検索情報の中から設定された第２チャプタ情報とが表示される。
【００９４】
　そして、予め第２チャプタ情報に表示させる情報として、例えば静止画像或いは動画像
保存操作時刻、検査種別、画像データ生成モード、被検体ＩＤ、静止画像或いは動画像の
種別（画像種別）、動画像録画時間などを設定しておいたとすると、第２チャプタ５７－
１１には静止画像或いは動画像保存操作時刻（録画開始時刻）「Ｔ０」、検査種別「腹部
」、画像データ生成モード「Ｂモード画像データ」、被検体ＩＤ「７９０３０３１０」な
どが表示される。
【００９５】
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　更に、第２チャプタ５７－１２乃至５７－ＭＮの第２チャプタ情報には、静止画像或い
は動画像保存操作時刻、検査種別、画像データ生成モード、被検体ＩＤなどに加えて、画
像種別「静止画像」或いは「動画像」、画像種別が「動画像」の場合には動画像録画時間
「５秒」も表示される。
【００９６】
　そして、操作部６からのハイライト表示移動操作により、例えば第２チャプタ５７－１
２をハイライト表示させ、更に再生操作が行われた場合、インデックス作成部１４０は、
切り換え表示によりその第２チャプタ５７－１２に対応した区分画像データをチャプタ表
示エリア５７－１に再生表示する。また、この区分画像データが動画像データの場合には
、予め設定された再生速度で再生表示する。
【００９７】
　また、操作部６から画像ループ再生操作が行われた場合、インデックス作成部１４０は
、ハイライト表示された第２チャプタから予め設定された並べ順に沿って、第２チャプタ
に対応した区分画像データがチャプタ表示エリア５７－１に再生表示する。なお、その区
分画像データが動画像データの場合には前記再生速度で再生表示され、静止画像データの
場合には所定時間再生表示された後、次の第２チャプタの区分画像データが表示される。
そして、第２チャプタの１ループの再生表示が終了した時点で画像ループ再生操作による
再生動作が終了する。
【００９８】
　なお、第２チャプタインデックス画面５７は、チャプタ表示エリア５７－１に限定され
るものではなく、例えば第２チャプタインデックス画面５７には、複数の第２チャプタを
表示させるための第２チャプタ表示エリアと、第２チャプタ表示エリアの選択表示された
第２チャプタに対応する区分画像データを表示させるための画像表示エリアを設けるよう
にしてもよい。
【００９９】
　実施例１に係る医用画像閲覧支援システムによれば、区切りとなる操作に区切操作を設
定しておくことにより、検査中の検査ための区切操作によって検査画像データが区分され
、区分された画像データには区切操作に基づいて検索情報を付帯させることができる。ま
た、検査中の静止画像保存操作或いは動画像保存操作によっても、検査画像データが区分
され、その区分画像データにはその操作に基づいて検索情報を付帯させることができるの
でので、操作者は検査に専念することができる。
【０１００】
　また、検査画像データを閲覧する場合、画像情報記憶部に保存されている全ての検査の
リストを表示させることができるので容易に所望の検査画像データを検索することができ
る。更に、その検査におけるサムネイルデータやチャプタ情報を含むチャプタを表示させ
、且つ同時にチャプタの区分画像データを再生表示させることができるので、容易に所望
の区分画像データを検索することができる。このように、容易に検査画像データ及び区分
画像データを検索することができるので診断の効率を図ることができる。
【０１０１】
　なお、本発明は上記実施例１に限定されるものではなく、例えば画像記憶閲覧部１８０
内部に表示部と表示部の操作を行うための操作部を設け、検査リスト、第１チャプタイン
デックス、第２チャプタインデックスの表示や画像データの再生表示をさせるようにして
もよい。
【０１０２】
　また、操作部からの全ての区切操作に対して、その区切操作信号が発生した時刻からｔ
２時間後の時刻に画像データ生成部からその区切操作信号に基づいた鮮明なサムネイルデ
ータデータが生成出力される場合、その区切操作信号が発生した時刻からｔ２時間後の時
刻を区切時刻情報として実施するようにしてもよい。
【０１０３】
　更に、第１チャプタ情報からも区分画像データを検索することができるようになってい
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るので、区切時刻情報の時刻ではなく操作ログＩＤ判別部１２０の適合判定された操作ロ
グＩＤの受付時刻に画像データ生成部で生成出力されるけるサムネイルデータを用いるよ
うにしてもよい。
【実施例２】
【０１０４】
　以下、本発明に係る超音波診断装置の実施例２を、図１１を参照して説明する。図１１
は、実施例２に係る超音波診断装置の構成を示したブロック図である。図１１に示した実
施例２が図１における実施例１と異なる点は、図１の超音波診断装置２００における超音
波診断部１０のシステム制御部８及び画像記憶閲覧部１８０の制御部１５０を超音波診断
装置２００ａのシステム制御部８ａに置き換えた点である。
【０１０５】
　超音波診断装置２００ａは、図１の超音波診断部１０のシステム制御部８と画像記憶閲
覧部１８０の制御部１１０を統合したシステム制御部８ａを備え、超音波診断装置２００
における超音波診断部１０のインターフェース７及び画像閲覧記憶部１８０のインターフ
ェース１００が取り除かれたのと同様の構成になっている。上記の構成以外は、実施例１
の超音波診断装置２００の動作と同様なので、その説明を省略する。
【０１０６】
　実施例２に係る超音波診断装置２００ａによれば、区切りとなる操作に区切操作を設定
しておくことにより、検査中の検査ための区切操作によって検査画像データが区分され、
区分された画像データには区切操作に基づいて検索情報を付帯させることができる。また
、検査中の静止画像保存操作或いは動画像保存操作によっても、検査画像データが区分さ
れ、その区分画像データにはその操作に基づいて検索情報を付帯させることができるので
ので、操作者は検査に専念することができる。
【０１０７】
　また、検査画像データを閲覧する場合、画像情報記憶部に保存されている全ての検査の
リストを表示させることができるので容易に所望の検査画像データを検索することができ
る。更に、その検査におけるチャプタを表示させ、且つ同時にチャプタの区分画像データ
を再生表示させることができるので、容易に所望の区分画像データを検索することができ
る。このように、容易に検査画像データ及び区分画像データを検索することができるので
診断の効率を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の実施例１に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施例１に係る検査に関する操作の手順とその操作に連動する超音波診
断装置の動作を示すフローチャート。
【図３】本発明の実施例１に係る区切操作設定画面の一例を示す図。
【図４】本発明の実施例１に係る画面の一例を示す図。
【図５】本発明の実施例１に係る画面の一例を示す図。
【図６】本発明の実施例１に係る画面の一例を示す図。
【図７】本発明の実施例１に係る検査リスト画面の一例を示す図。
【図８】本発明の実施例１に係る第１チャプタインデックス画面の一例を示す図。
【図９】本発明の実施例１に係る第１チャプタの一例を示す図。
【図１０】本発明の実施例１に係る第２チャプタインデックス画面の一例を示す図。
【図１１】本発明の実施例２に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【０１０９】
Ｐ　被検体
１　超音波プローブ
２　送受信部
３　受信信号処理部
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４　画像データ生成部
５　表示部
６　操作部
７　インターフェース
８、８ａ　システム制御部
１０　超音波診断部
１００　インターフェース
１１０　操作受付部
１２０　操作ログＩＤ判別部
１３０　画像情報記憶部
１４０　インデックス作成部
１５０　制御部
１８０　画像記憶閲覧部
２００、２００a　超音波診断装置

【図１】

【図２】

【図３】
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